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して研究を行った。2004 年 1 月から 2016 年 12 月に組織学的に腸型胃腺腫と診断された
376 症例 409 病変において、胃腺腫癌化に関する分析を 258 症例 282 病変、異時性胃癌発
生に関する分析を 246 症例 269 病変を対象に行った。5 年間における胃癌発生率は 34%、
多変量解析による癌化リスク因子は、病変サイズ 15mm 以上、陥凹型の形態が挙げられた。








組織学的に腸型胃腺腫と診断された 376 症例 409 病変で、胃腺腫の癌化に関して 258 症
例 282 病変で、異時性胃癌発生に関して 246 症例 269 病変で解析したところ、胃癌の発生
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